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合田博樹受 ・須藤健一教授退職記念シンポジウム

「現代社会と人類学者一アジア ・太平洋のフィールドからJ 

2∞9年2月� 14日(土曜日)

「オセアニアにおけるグローカ リゼーションJ

倉田誠

11制4の両日にわたり、神戸大学日(日(14月2的 年の20去る� 土)・15 日) 学術交流記念会館

において、合田涛 ・須藤健一同教授のご迎践を記念したシンポジウム 「現代社会と人類学者

アジア太平洋のフィールドから」を開催いたしました。その第一日目となる� 2月� 14日(土)に

は、「オ士ノアニアにおけるグローカリゼーション」と題して、繍?純一先生のご指導をうけた

教え子やオセアニアに関する共同砂院を行った同僚の6名から、先生の近年の研究テーマで

あるク、ローパリゼーション下で、のオセアニアの人々の通四姉|怜そこで生じる困難に関する

発表が行われました。以下では、各発表者の発表内容を簡単にふりかえりたいと思し唆す。

まず、風間計悶〈筑波大学)による 「ク司ローノヤレイヒのなかのオ七ノアニア島峨l社会」と題した

発表では、ク守口ーノヤレ化のなかで、のオセアニア，fl)j岐l社会がおカれた状況がH航証t-:J!こ述べられ

こ。たのち、最後にそれらの対象に対する研究の方向性が示されf

まず、風間は、概念としてのグローバル化を、啓蒙期以降の国民国家や民主主義の理念の

回査や資本主義の拡張とし、った長期的なプロセスとしての 「グローノヤレな近代化Jと20也紀

以降のボーダーレス化やトランスナショナルな移動にともなう急激な変化としての 「ポスト

近代的グローノヤレ化」の2つに区分し、現代世界において、後者が:主l激なIl寺間空間の圧縮や

社会生活の拡張を生み、メトロポリスへの移民流入やスラム化や非西洋から西洋への音楽 ・� 
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ドラマ ・料理等の文化移出といった現象によって、� i:!:!:界システム論にみられる中心/半周辺

/周辺とし、う世界の三居構造やその境界線を揺るがしている状況が述べられた。そのうえで、

風間は、オセアニア即興社会の問題として、� (1 )国民国家としての国民統合が未熟である点、� 

(2)他国からの経済援助や海外移民からの送金としりたレン卜門司鎖的収入キ鉱物や木材とし、� 

(3)飼ヨである点、� 11った天然資源、の輸出に依存し、経済的基盤が I低価句」政体の卓越や民族

間対立などにより中央政府の統治力が1飼号である点、の� 3つを挙げ、それらの問題の背景に、

政?台経済システムの 「近代化J を托~/強制する 「グローバルな近代化J とボーダーレスな

人 ・モノ ・↑封殺の移動を加速する「ポスト近代的ク、ローノくル化Jの2つのグローバル化が同

時に押し寄Lせているオセアニア島峨l社会の現伏があることを十酎向した。

発表では、このようなグ‘ローノヤレイヒのもとにあるオ~セアニア島唄!社会に対して、次の� 2つ

の研究の方向性が示された。まず、lつは、グローバル化にともなう事喋がローカルな理論

によってし、かに再解釈されているかを明らカヰこするとし、う方向性である。ここでは、外部か

らもたらされた開発が'11時Eや予知事1によってf押収され、そこで得られた現金がfd;ヰli的な贈与

交換へと投入されるとしづ事例や、出稼ぎ移民によってク� ローノ<;レに拡散した人々 に対して、c

本国則から伝倒オや食品、称号などを与えることによって担金関係が料備 ・更新されてし、る

事例が言及された。もう� lつは、グローノカレ{ヒのなかで、西洋近代のヘゲモニーに対して周

辺的位置におカれるローカルな論理の側が、い州こ再生産され、再編され、創造されてし、る

かを明らかにするとしづ方向性である。そして、最後に、これら� 2つの方向からt也域社会を

見ることによって、不均質性を生成 ・拡大させながら進行するオセアニアのグ‘ローノカレイヒの

樹、目を捉えることができるとし、う見通しが示された。

次に、中原、聖乃(中京大学)は、「開発のグローカリゼーションーマーシヤノレ諸島核実験被

爆コミュニティ」と題して、アメリカの水爆実験で、被害を受けたマーシヤノレ諸島ロンゲラッ

プ環礁出身者のコミュニティがアメリカ政府による再定住計画を受容してして過程を分析し� 
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た。

中原が注目したのは、アメリカ政府による 「工判。対処Jとそれに対するロンゲラップ出

身者たちの対応である。ロンゲラップE提@lの人びとは、 1954年のアメリカの水爆実験により、

人体へのt附祉士嬢の放射能汚染とし、う被官を被り、 他島(メジャ卜島)での避難生活ぞ都市

部への再移住を余儀なくされている。それに対し、アメリカ政府は、 1996年の介意にもとづ

いて、(1)土岐改変などによる残留欣身持をの除去、 (2)水道や毒気とし、った生活インフラの鐙備、 

(3)冷房やシステムキッチンといた設備をもっ被爆者用住宅の提供など'をIMIとした再定住吉十

函を開始した。それに対し、ロンゲラップ出身者たちは、「エインオトチュワン(私たちは l

つの家族)Jや「リロンゲラップ(ロンゲラップ再定住)Jとしりた理合、を掲げつつも、実際に

は、制決を煩って(ロンゲラップ路線デモメジャト島でもない)第 3の島への移住を希望する 

先であるメジャ卜島の自宅周辺を鐙備mに暦住地在確保して住宅を主主てる者、illi:史11者、都計背

して品で‘の生活を確保しようとする者、あくまでもロンゲラッフ官担保iへの帰郷を望む者など、

の個人的な返討尺により、コミュニティが拡散してゆくことになった。

中原は、このような現象をアメリカによる再定住計画のローカライズともH手び、親族ネッ

トワークを活用した再定住計画への対応がロンゲラップ出身者たちにとって 2つの意味を持

つことを指摘した。まず、 lつは、ロンゲラッフ。出身者たちが、それぞれの居住地に張り巡

らされた1知炭のネットワークをたどってそノや人の往来を行うことにより、都市部やメジャ

ト島に居住し続けることの利使性守安全性と、制~\であるロンゲラップ開:t.t、への愛着や再定 

i主計画によって保証される近代的な生活や生活コストの安さとし、ったそれぞ.れの利益をより

広く享受しようといているということである。もう lつは、もし再定住計両によって一斉に

帰-島しても再び放身捕を汚染の問題が明らかになれは宵移住を迫られるとし、ぅ 11手作iがある以上、

し、放と細矢のネットワークの維持がリスクの分散につながってiこのようなコミュニティの拡 

るということである。

福井栄二良|司島4即て学)は、「グローノくリゼーションと想像の『オセアニア』ーウ。アヌアツ ・ 

103 



アネイチュム島の観光からJとし、う発表において、ヴ‘アヌアツ ・アネイチュム島のf釦巴現場

で展開されているアトラク、ンョンを取り上げ、グーローパリゼーション下での観光において生

起される問題を指偽しむ

まず、福井は、これまで、のク、ローパリゼーション常命を、(1) rグローハリゼーションの拡大

は不可避であり 、 ローカルなものはグローノ ~Jレなものによって飲み込まれていく」とするト

ムリンソンらの5繍� i、(2) rローカルなものは、グローバルなものと接するなかでそれらに抵

l'1i:/包探し、姿かたちを変えながらも生き存えるJとするロパートソンの悩命、� (3) rグロー

パリゼーションは、時空間を時制民し、もともとのものとは全く矧胞の空間を創出してゆく� j

とするサッセン、アパデュライ、アーリなどの議論、の� 3つに整理し、、主に(3)のf見有、に拠

りながら、アネイチュム島で行われている観光ア卜ラク、ンョンに分析を加えた。

現在のアネイチュム島では、大型クルース船に来って島を訪れるツーリストを相手に、「人� 

食し、族」との記念品影や 「火渡り� Jショーとし、った島の 「カストム(倫明」とは無関係なア11

トラクションが行われ、住民の収入機会となっている。発表では、この事例から次の� 2点が

出摘されたc まず、lつは、これらのアトラクションが、「本物らしさJというよりも、「里子

蛮 ・未開」や「楽困jのイメージによって誇張されJPJ:画化(カリカチュアライズ)された想像

の「オセアニア」としづ舞台装置のうえに成り立っているという点である。もう� lつは、こ

の想像の「オゼアニア」としづ舞台装置は、どこでもよいわけではではなく、「青い、海J r白

し、砂浜J r悟れるヤシの木Jとし、うアネイチュムの場所とアネイチュムの人ひ、とがT拘王するこ

とによってはじめて成り立つという点である。

この事例から、福井は、グ、ローパリゼーションをそノやヒトの街地だけでなく、西洋人の

なかにあるイメージキ想像力がそのまま拡大し、現地社会に巧妙に埋め込まれ、新たな空間

を生み出してゆく過程として促え、そこで働く力閥系や出徐の原理に目を向けるべきである

と指摘しむ

石森大矢n(日本学術娠興会)は、「宗教のグローカリゼー、ンョン ソロモン諸島における福音� 
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主義派の展開」と題して、ソロモン諸島における福音主義自切呆守派協会、なかでもペンテコ

ステ派と総Jがされる信仰運動のグ、ローノカレな展開を報告しt=."

月森は、ペンテコステ派のグ、ローノ〈ノレなfrt展と各布教』ω或における独向の理論lこ符目して、

それらを「グローカリゼーションJとし、う議論のなかに取り込もうとする 1990年代以降の議

論を実際の事例に即して見直していく必要性があることを十町市しむそのうえで、石森は、 

1990年代以降にソロモン諸島において顕著になっている主流派教会の衰退とペンテコステ 

におけるべンテコステ派の布教単畑各1¥派の伸展という動きを取り上げ、首都ホニアラと村落者

とその受容に焦点をあてた。

発表において指摘されたのは、次の 2点である。まず、第 i点として、 首1i¥ホニアラでは、 

を持参してペンテコス}t:;ペンテコステ派の伸展は社会の都市化や近代化と関連しており、盟 

テ派の諸教会を渡り歩く者たちは、礼拝時の盟主主の糊食とそれに尉lちされた聖者の真正さ

を介して、自らを(ホニアラやソロモンに留まらなしつより広い世界に位置づけようとする傾

向が見られることである。次に、第 2点として、村務部では、メソジストの流れを汲む教会 

lこ帰依する者たちは、自らの教会こそが「ウェスレーの教会の志筑である Jと主張し、聖霊

例検とローカルな宗教文化との関連を否定することである。

このような事例から、石森は、ソロモン諸島のペンテコステ派σ〉伸展に見られるふ伊見象は、

グローカリゼーションというよりも、 むしろ聖者~~霊を介して そ界水準」を志向すると11 r

し、う点において、あくまで、グローパリゼーションの一端を示すものとしてとらえるべきであ

ると;尉衡し、 そのグローノ ~Jレとローカルの料品百点で生じている人びとの生活中期卸ここそ日を

こ。f向けてゆく必要があると述べ 

企固執神戸大学)は、「グローパノレイヒと小規検国家サモアの医事ト身の丈に合った病気との

向きあい方を模索して」と題して、外部からの援助に依存した政府の医療制度と民間での自

前の対処とのあいだで、「身の丈にあったJ病気との向き合い方を模奔すするサモア社会の人び

との窃jきを紹介した。 
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発表で取り上げられたサモア社会では、クーローパリゼーションの進展が、開発援助や� WHO

主導による医療制度改革などに見られる 「グローバル ・イシューとしての保健医療Jと、海

外移民の増大や貨幣経済の加速度的嵐歪とし、った 「人 ・モノ ・↑静日のグ、ローノカレな流動」と

いった� 2つの局面で人びとの病気への対処に影響を及ぼしている。倉田は、それらによって

生じた新たな事態として、� (1 )国立の医療機関と新興の私立の医療1jirir&との聞のサービスや受

診料の格差、� (2}都市部を中心とした大衆薬や健康食品の普及、� (3)I異国風」の治療法や治療

者の出現による民間医療の多附七、の� 3つを挙げた。

発表で、は、次のような事例が報告された。まず、 一つは、サモア在住やオーストラリアに

移民した親族とのネットワークを湾問吏してお金を集め、初産を迎える妻のためにより良質な

医療サービスを追求しようとした都市近郊のサモア人の事例であり、もう一つの事例は、左

側lの手足の麻療に対して、過去の診療経験と事実上限られた医療サービスの遊間設から近代

医療に失望して、多様な民間の治療者を渡り歩きながら対処を探るようになった村落のサモ

ア人の事例て、ある。

このような事例から、倉田は、グローノ王/レな親族ネットワークを通してより良い医療サー

ビスを追求できる近代医療では「身の丈の測りにくさ」が問題となる一方で、それを追求で

きない者は 「身の丈に合わぜることに不自由さ」を意識しながら多機な民間医療の渡り歩く

ことになっているということを指摘した。さらに、クーローパリゼーションのもとにあるサモ

ア社会において、 「身の丈lこ合ったJ病気の向きあい方は、国家の課題としてだけではなく 、

そこで生活する各個人にとってもますます却しい問題として迫りつつあるとしづ認識を示し

た。

山オく真剛、法政大学)は、 「選挙制度のグローカリゼーションーサモア的民主主義の行方」と

題して、イ云1拍ワな政J台市IJ度のなかに 「民主的な」選挙制度を取り入れることになったサモア

独立国の事例を紹介し、導入の樹� iよとその後に生じた変化や問胞につし、て発表した。� 

1962年に南太平洋諸島で初めて国家独立を達成した西サモア(現サモア独立国)は、 「世界基� 
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準」の政治理念としての民主主義を取り入れるにあたって、それまでの伝紙百!ワな政J剖IJ度を

新たな近代国家の仕組みのなかに残すことにこだ、わった也西サモアの人々は、「首長称号{尉守

者{対刀剣炭集団の全成員の合議のもとに選ばれるので、その人々が選挙人となる選挙で遊ば

れた国会議員は実質的に国民の民主的な代表者であるJという主張のもと、それまで相民地

制度下で行われてきた首長称号保持渚ーのみに選挙ほ ・ 4出量挙t~があるとし、う選挙制度を独立

後も料g:附することを図った。 しかし、この選挙制度は、� A挙目的のための，(1ト号の綬与や分告IJ

州知子するによって、肝心の{国泊。な政l剖� IJ度そのものを危機に燥す結果となり、� 1990年に

全ての成人に選挙権のみを認める部分的な普通選挙に移行しむ

山本は、このill滋制度改革が、� (首長称号保持者の大半が男性であったため)新たに選挙権

を獲得することになった女性たちの発言力を高める一方で、結局、称号分百� IJや買収などの選

挙違反の1肱川こはあまり繋がらなかったと評価しむそのうえで、選挙制度改革とサモア社

会W変化を関i藍付け、次の� 2点を指摘した。まず、� l点は、新たな選挙制度も出自システム

による所属刷落での投票を基本としているが、都市化の進展によって鰐住地で、の投票を望む

声が強まっていることである。もう� l点は、選挙権を行使する選挙|ズが変更できるため、以

前では首長称号保持者を上旬やしていたものが、現在では選挙人を移動させることによって有

権者を確保する4捌各がとられるようになったことである。

本発表の最後では、このようなサモア社会とそこでの選挙制度の変化を、 「都市化、村滋か

ら都市へ、都市から海外へJ r顔の見える社会から顔の見えない社会へ� J r血縁社会から地縁

社会へ」とし、ったグローノ王ノレな近代化の流れのなカヰこ位置付けつつも、これまでの選挙改革

の樹去を勘案するならば、首長干J r-号保持者のみlこ初越挙権を与えるとし、う特異な選挙制度が

それほど早期になくなることはないとし、う見通しが示された。

以上のような発表ののち、須服先生からは、各発表へのコメン卜ともに全体に対して次の

ような問問が提起され、それに続き発表者の恨� .IJからの応答が行われた� 
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須ii泰今回の発表では、ク、ローハリゼーションとグローカリゼーションとしづ現象をちょっ

と混同してF郎、ている方が多かったように思う。例えば、グローパリゼーションは、先

の山本さんの発表で叫てきた、民主主義、人権といったようなひとつの価値をもったも

のが国際的なスタンダードとなってゆくとい意味合し功汚郎、

それに対し、グローカリゼーションという担比念は、交通、通信、移動とより深く関わ

っている。(し、までは)グローカリゼーションとしづ概念は多機にあるが、グ、ローノヤレと

ローカルの現象が併存するとし、うのが当初の見かたでしむその意味で泊、これまで文

化人類学で、なされてきた文化変容とか、他の文化要素が人ってきたときにどのように対

応するかとし、った問題意識に近し、

地誠司克模で強し、文イヒやmlJ度が世界を飛ひ浸ってし、るとし、う状況に対して、オセアニア

という周辺の小さな社会において人びとが地に足をつけ、どのようにそれに立ち向かつ

てし、るのかつ私は、外から圧倒的に釦、文化要素ベ布l肢や考え方が来た塚f合、受け入れ 

がそれを角材尺し、すり替えたりしながら翻訳的に受容してゆくプロセスをグ‘ローカ1.1る飢 

リゼーションという担止を、で捉えたいと思います。

風間 グローパリゼーション/グローカリゼーションということばに対する捉え方は、須藤

先生のそれと、個別の発表者との聞の定義の若干の本離があったとし、う印象を受けた。

発表者のみなさん、 2崩事先生のコメントに対するリプライや付け足し、反論はあります

ヵ、つ

中原 須J隊先生が提示された.f!t>:;i'1lみの中で、ローカノレイヒとし、うことばを使ってしまっていた!

ので、少し先生が意因されたことと lお主ったのかなと曹、ってし、ます。私は、科学的な対

処法の絶対視、工学的な解決方法の絶対視を、ロンゲラップ政府が受け入れることこそ

が、ク、ローノヤレ化なのではなし、かと考えています。今回の発表で論じたかったのは、マ

ーシャル諸島の人ひ、とが、具{材'!1にどのような現地の論理や縮決閥系をどう使ってそれ

をローカライズさせていくのかということです。 
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福井 ・コメントをありがとうございました。今回は、グローバリゼ‘ーションやクcローノカレイヒ

とし、ったことばに号|きずられないようにして発表しようと思っていましむなぜなら、

グローパリゼーションとし、う慨合、も西洋近代が作り出した担胎:で、そこには(西洋近代

の)人権意識や男女平等が地球規模で拡大してし、くとし、う含意があるからです。今回、発

表したように、オピアニアの社会て、は西洋近代が持っている 「オセアニア」とし、うイメ

ージが波及してし、く。その否定的な価値を彼ら自身がそのまま|人JI.UI化していくとし、うこ

とも見てし、かなければならないと思います。

石森� :ご教示をありがとうござし、ます。私のイメージしてし、引舵:とは;jf"E離があったと思い

レとローカルで併存している状態"1ました。二在択一的なところがありました。グローノ� 

で、オセアニアには明らかにパワーのある骨子園発のグローパリゼーションがやってきま

す。ソロモン諸島では、グローパリゼーションの波に対して防波堤にもならなし、国家よ

りは、教会のネットワークの方が当てになると考えられている傾向があるように思いま

す。また、 ペンテコステ派の受容においては、聖霊の件喝会とそれに袋fJちされた聖書の

よ.~さとし、う改変を許さない中核がある一方で、人びとはそれを自分たちの都合にもと

づいて受け入れ、位置づけていると思いますユ

倉田� :今回の発表では、「グローノVレ・イ、ンュー」としてのサモアの保健医療に関する援助や

政策が外部の者t~tによって転換され、「人 ・ モノ ・ 情報のグ‘ローノヤレな流動」 によってサ

モア社会自体が変化するなかで、人びとがどのように病気と向き合うようになっている

かを述べました。補足になりますが、ただひとつ十同商しておきたいのは、このような対

応をサモア社会による語読代として捉えるのは楽観的すぎるとし、うことです。その過程で

か11は、かつての画一的な価値や対処のあり方が矯らぎ、村浩ペ喋慰炭集団やそれよりも創� 

な格差が顕在化し、サモア社会がまとまりや-{和感を次第に失いつつあるという面があ

るカミらです。

山本発表の最後に、それほど早期にサモア流の選挙制度がなくなることはないと話しまし� 
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た。先ほどから、サモアのグ、ローカリゼーションの意味をずっと考えていましたが、や

はり大きなr.i!Mは、ある意味、民主主� j ま押しつけられた{は義主というのがサモア人にとつて

制度で

のがまず先にあつたので.あつて、自分たちの方へ取り込むというのとはちょっと巡って

し、むところが、いまで-はサモアの人びとは、自分たちの制度を民主主品の制度だと里、

いこんでいる。この辺のところは、もうちょっと理論化しないと;丹せないなあと考えて

し、ます。

風間 ・今回の議論では、人権とか民主主義とかいった、政?剖句次元の話 lこペキ重点がおカれ

ていたよう，::;，~じましfらただし、福井ーさんも指摘したように、このような価値は、植

民地以降の圧倒的な力の差が前提として押しやlけられたのであって、それがあたかも最

初からク、ローノく/レなスタンダードとして生まれたかのように考えられがちな点に泣章し

なければなりません。クーローカリゼーションという視点は、このような繰り返し現れる

「法函性Jに対して、ローカルなf偶RfJ のあり方から批判を加えてゆくとし、う点において

も立l床があるのではないでしょうヵ、

この後、会場からの質疑応符があり 、「グローノVレとローカルの中間領域としてのリージョ

1I)f':;、「オセアニアとアフリプ� Jン相続:の促示� 

システムとローカルな社会とのはH系のあり方」などに関して活発な，W，見交換が行われ、第� l

日自のシンポジウムは盛況のうちにれを下ろした。� 

11:(こおけるモダニティの捉え方J、「グローノ4ノレな
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